
マテリアルサイエンス研究科

SCHOOL OF

MATER IALS

S C I E N C E

北陸先端科学技術大学院大学
国立大学法人

2011



In
fo

rm
a

tio
n

幅広く門戸を開放した多彩な入学試験制度が入学希望者の研究心に応えます。

究める意欲と学ぶ情熱をしっかり受けとめる、受験生のための案内イベントも多彩に実施しています。

マテリアルサイエンス分野の研鑽を通じて、国際性と創造性に富んだ
優れた研究者、技術者をめざす学生の入学を期待しています。

博士前期課程入学者選抜試験日程（一般選抜）
試験区分 出願締切 選抜期日 面接会場 合格者発表

平成23年10月入学

平成24年

4月入学

第 1 回

第 2 回

第 3 回

10/11（火）

1/24（火）

7/12（火）

11/5・6（土・日）

2/18・19（土・日）

8/6・7（土・日）

11/16（水）

2/29（水）

8/24（水）本学会場

東京会場

大阪会場

大学院説明会の日程（マテリアルサイエンス研究科）

博士前期課程入学者選抜試験日程（推薦入学者選抜）
試験区分 出願締切 合格者発表

平成24年4月入学

H23/5/21（土）

H23/11/19（土）

博士後期課程入学者選抜試験日程（一般選抜）
試験区分 出願締切 選抜期日 面接会場 合格者発表

平成23年 10月 入学

※出願締切はいずれも当日消印有効

※現時点の予定です。実施日・場所については本学ホームページをご確認ください。

本研究科では、平成24年4月入学博士前期課程の入試を年3回、平成24年4月入学博士後期課程の入試を年2回行っており、以下のとおり
実施されます。また、10月入学の制度も設けてあります。

□ 入学試験

JAISTへの進学をお考えの方のために、通常の授業開講期間中（平日）
にオープンキャンパスを開催することで、普段のJAISTを体験していた
だく機会を設けました。講義の体験聴講、希望する研究室への訪問等を
通じて、本学の素顔を知っていただきたいと思います。なお、併せて
大学院説明会も実施します。

□ 大学院進学希望者のためのオープンキャンパス
本学の概要説明、研究科の紹介（カリキュラム、研究テーマ、学生支援
体制など）、在学生との懇談等を行います。札幌、仙台、東京、大阪、
名古屋、広島、福岡、本学の全国各地で開催します。また、大学院の魅力
や学ぶ意義についての理解を深めるための「JAIST大学院進学セミ
ナー」（平成24年3月予定）も併せて開催する予定です。

□ 大学院説明会

入試制度と受験生のためのイベント

随時

大学院説明会、オープンキャンパス等に参加できなかったという方の
ご要望にお応えするために、本学にて大学院説明会をいつでも行って
います。お気軽にご連絡ください。

□ いつでも大学院説明会 随時

案内イベントの詳細については、
JAISTホームページにて随時お知らせしています。

本学教員と直接会って話をしたいけれど、来学が困難という方のご要望に
お応えするため、参加者の希望地で大学院説明会を行います。お気軽に
ご連絡ください。

メールにてマテリアルサイエンス研究科の各研究室についてのさ
まざまなお問い合わせも承っています。（各教員のメールアドレスは
研究室紹介ページに記載しています）

□ どこでも大学院説明会 随時

8/18（木）〜9/1（木）

2/1（水）〜2/15（水）

7/15（金）

1/6（金）

第 1回

第 2回

6/7（火）

9/6（火）

7/5（火）

9/28（水）

9/9（金）

2/29（水）

本学会場

第 1 回

第 2 回

H23/7/30（土）

H24/3/10（土）

博士後期課程入学者選抜試験においては、インターネットを利用した入試も実施しています。
□ インターネット入試

明確な研究テーマを持つ意欲的な博士前期課程志望者が、指導を希望する教員と事前に話し合った後に、研究室訪問日と面接試験日を本研究科が随
時に設定する入試制度です。この制度により入学した場合には、配属先研究室の選択が優先してできます。

□ 特別選抜

URL：http://www.jaist.ac.jp

URL：http://www.jaist.ac.jp/ms/labo/faculty.html

TEL： 0761-51-1966　E-mail： nyugaku@jaist.ac.jp

大学院進学希望者のためのオープンキャンパス
H23/6/13（月） H23/11/24（木）

平成24年

4月入学

※SD（スーパー・ドクター）プログラム入学者選抜、5Dプログラム給付奨学生選抜、3Dプログラム給付奨学生選抜及びGRP（大学院リサーチプログラム）選抜については、本学ホームページをご覧ください。
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　このパンフレットは、北陸先端科学技術大学院大学(JAIST) マテリ
アルサイエンス研究科の教育と研究の内容を詳しく知って頂くために作
成したものです。
　これからの世界で重要となる研究課題は、エネルギー、環境、水や食料、
医療に関する分野であると考えられています。これらのいずれの課題に
も深く関与し、その解決を図るための材料の創製、その材料の応用
技術やデバイス技術の研究を行うのが、私どものマテリアルサイエンス
研究科です。
　マテリアルサイエンス研究科では、入学される多様な経歴の方に対
応した、きめの細かい教育プログラムを実施しています。例えば、大学
院で分野を変えた方や、今までの基礎的理解を確認したい方のために、
「物理入門」「化学入門」「生物入門」などの入門講義を取りそろえ、
レベルごとに階層的に組み立てられた講義群を順番に履修することで
実力をつけていく教育プログラムを準備しています。また、英語による
コミュニケーション能力の養成、国際特許法の講義、ナノマテリアルテ
クノロジーセンターと協力して行なう世界的レベルの高度実験機器を使
用する実習付講義など、スキルアップに役立つ幅広い教育を実施して
います。このように、入学者の様々な知的好奇心を充分に満足してもら
える教育体制を整えています。
　マテリアルサイエンスは、元々、物理、化学、バイオを融合した広い
領域を扱う新しい学問ですが、教授陣は、物理、化学、バイオの各分野、
あるいはそれらをベースとした応用技術やデバイス技術を追求する世
界的研究者で構成されています。その教授陣は相互に協力し合い、活
発な研究，教育活動を行っています。例えば、マテリアルサイエンス研
究科の教員一人当たりの研究論文数、および、研究活動のもう一つの
指標である教員一人当たりの外部研究資金の獲得額は、日本の大学の
中で常にトップを争う位置にいます。
　また、本学には、研究活動を行なうための数々の実験設備も潤沢に
揃えられ、研究環境の良さでも、世界屈指の大学であります。
　本学に入学される一人一人の輝かしい未来のために、マテリアルサイ
エンスの持つ大きな可能性を一緒に追求するJAISTマテリアルサイエ
ンス研究科が、皆さんの新たな飛躍の舞台となることを祈っています。

マテリアルサイエンス研究科長

松村　英樹

Flow for 2 years

●1年目4月

JAIST入学
研究室仮配属
授業科目は、専門科目
のほか、共通科目が用
意されています。

研究室の本配属の決
定後に、修士論文（主
テーマ・副テーマ）に
ついての研究はじめ
ます。

●1年目7月

研究室本配属
●2年目2月

修士論文
提出・発表

●2年目3月

学位取得

主テーマに関する研究
・液体から作る新しい電子デバイス
・光を用いたＤＮＡ操作
・生物から作るプラスティック
・新しいタイプの太陽電池
・機能性ナノ粒子合成
・バイオマスの再資源化
　etc…

副テーマに関する研究

・電子部品・デバイス
などの製造企業

・化学工業系企業

・官公庁技術職
　etc…

【進路】

所属した研究室の専門以外の領域を
研究することによって知識の幅を広
げます。
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JAIST 修了生主な就職先

■JAIST 修了生は、全国の様々な分野で活躍しています

全国に広がるJAIST修了生の活躍フィールド

■ 博士前期課程（平成22年度修了生）

・資生堂（株）
・三菱電機（株）
・古河電気工業（株）
・チッソ（株）
・日機装（株）
・日本写真印刷（株）
・日立造船（株）
・フクビ化学工業（株）
・矢崎総業（株）
・横河電機（株）
・横浜市役所
・三菱電機エンジニアリング（株）
・小松精練(株)
・帝国通信工業（株）
・和光純薬工業（株）

■ 博士後期課程（平成18～22年度修了生）

・シャープ（株）
・住友化学（株）

・セイコーエプソン（株）
・（株）日立製作所
・三菱化学（株）

・（独）産業技術総合研究所
・（独）科学技術振興機構

・東北大学大学院
・北陸先端科学技術大学院大学：助教

・三菱化学（株）
・住友化学（株）
・（株）日立製作所

・ポスドク：東北大学
・ポスドク：九州大学

・ポスドク：Center for Molecular Imaging,
Beth Israel Deaconess medical Center,
Harvard medical School, Boston, USA

など

仕事で必要な
知識・技術を全て教えてくれたJAIST。

マテリアルサイエンス研究科
博士前期課程1998年修了

テルモ㈱　研究開発センター
再生医療チーム

高崎 英規さん

　現在の職場では、自家体性幹細胞を用いた新しい虚血性心
筋梗塞の治療法の開発を行なっています。そして、これら研
究で必要な知識・スキルを身に付けたのは、実は全て
JAISTに入学してからなのです。クリーンベンチ内での作業
方法、細菌・細胞の取り扱い、PCRにおける塩基配列の設
計方法などなど、分子生物学分野の実験で必要となること全
てをJAISTで学べたからこそ、今の自分があるのだと思いま
す。その意味でも、JAISTで過ごした2年間は、間違いなく
最も濃い時期でしたね。また、同じ研究者として各方面で活
躍する友人ができたことも、大きな財産になっています。

公務員等 4%

進学 14%

その他 17%

民間企業等
65%

博士前期課程
※平成22年度修了者を含む

PCRを利用した移植細胞検
出系の構造や細胞正着部位
を特定するための免疫染色
など、JAISTで得たスキル
は実際の研究過程のあらゆ
る場面で役に立っていると
いう。

東京農工大学　工学部
物質生物工学科出身

自らの能力を高め、世界を相手にした
研究者を目指すには最高の環境が揃う。

マテリアルサイエンス研究科
博士後期課程1997年修了

神戸大学大学院　工学研究科
応用化学専攻　准教授

大谷 亨さん

　私はJAISTの第一期生として大学の門をたたき、博士前
期課程・博士後期課程を修了した後、JAISTの助手などを
経て、現在は神戸大学大学院工学研究科応用化学専攻で勤
務しています。思い返せば、現在の私が身につけている研究
遂行能力の全ての経験は、JAIST在学中に集約されていた
ように思えます。特に、修士・博士の学位を有し、日本社会に
おいて見識を持ちながら貢献していくための気概や心構えを
反省しながらも追求できたことは、自分にとって大きな価値と
なりました。自分の能力を高め、自ら世界を相手にした研究者
になろうと行動するのであれば、JAISTほど恵まれた環境は
ないと断言できます。ただし、誰かからの指示を待って行動す
ることを前提とするならば何も得ることはできません。自らの
やる気と行動が基本にあってこそ、JAISTは最高の環境とし
て機能するのです。

静岡県立大学　食品栄養科学部
食品学科出身

・西日本旅客鉄道（株）
・日亜化学工業（株）
・三菱アルミニウム（株）
　など
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Material Voice !
JAIST is Perfect !

出身／ベトナム国家大学 ハノイ校 ハノイ理科大学
入学／平成20年10月

マテリアルサイエンス研究科　前之園研究室
Nguyen Thi Bich Thuy さん

私

Voice.01
はデュアル大学院プログラム第1
期生です。JAIST へ留学したの

は、ここに在校している友人やベトナム人
の先生方からJAISTの評判を聞いたか
ら。彼らは口をそろえて 言 いました、
「JAISTはすばらしい！」。そしていま、私
も彼らと同じ思いでいます。設備は最新
のものが揃い、研究室では好きなだけ研
究ができる。私は、昼は実験、夜は勉強を
して一日のほとんどを学内で過ごしてい
ます。
　デュアルの学生である私には学生の
チューターが付いています。日本語は来
日してから勉強を始めたばかりで、いまの
ところ会話は英語。彼女は研究室内だけ
でなく、銀行や買い物などにも付き合って
くれて、たいへん親身にサポートしてくれ
ます。研究室のみんなもフレンドリーで、
一生懸命英語で会話をしてくれます。
　ちょっとほめすぎでしょうか。一つだけ、
困ったことがあります。ハノイ育ちの私に

とって、こちらの冬は湿度が低く、とても
寒いです。でも、生まれて初めて雪を見
て感激しました！
　私は、JAISTで修士を取得した後はベ
トナムへ帰ります。でも、博士号を取るた
めにJAISTへ再び戻りたい、と思ってい
ます。

「おもしろい！」この熱中が、私のエナジー

出身／名古屋大学 理学部
入学／平成20年4月

マテリアルサイエンス研究科　水谷研究室
高橋　寛明 さん

現

Voice.02
在、光第二高調波による酸化チ
タンの触媒活性について研究し

ています。私がこの研 究を選んだの
は、大学院進学に際して「大学で学ん
だことを生かしながら、真にやりたい
ことは何か」を自らに質し、その答え
をこのマテリアルサイエンス科に見つ
けたからです。
　ここでは、物 理 系・化 学 系・バ イ
オ系各分野が自由に往来し、学生が実
験装置を必要に応じて使うことができ
るなど、研究環境に対するストレスが
ほとんどありません。また、研究領域
はバラエティに富み、先端研究を意識
した活気ある雰囲気も、「がんばって
いこう」という意志をかき立ててくれ
ます。
　同期の多くが大学からその大学院
へという流れに従い、やりたい研究に
出会えないまま、という人を私は見て
きました。心底、おもしろい！と入れ込

める研究であってこそ、前へ進むこと
ができる、私はそう感じています。大
学院進学の岐路にある人には、広い
視野を持って自分の道を探してみてほ
しいと思います。
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研究内容は？ 生活は？ 将来は？ …
マテリアルサイエンス研究科に迫るインタビュー

オンリーワンをめざすなら

出身／京都大学 工学部
入学／平成20年4月 

マテリアルサイエンス研究科　村田研究室
石井　佑弥 さん

す

Voice.04
でに大学院進学が決まっていた時
期、私はある起業家学校に参加しま

した。そこでビジネスプランを立てる実習が
あり、「自分は何をやりたいのか」、真剣に
考える機会に直面しました。
……周囲の学生が進む道へ共に流されてい
いのか。…私は、環境問題と持続可能なエ
ネルギーに関わる研究をやりたいんだ。
……
　私は新たな方向を探りはじめ、JAISTの
村田研究室を見つけました。先生のビジョ
ンに共感し、私の求める道がそこにあると
感じました。そして、 JAISTに村田研究室
を志望と記した願書を送ったところ、先生か
ら「研究室を見に来ませんか」というメール
が。こうして私はJAISTへ入学を決めたの
です。
　JAISTの良さは多々ありますが、まず、
実験装置を自由に使えるところです。研究
室にはモチベーションの高い学生が集い、
「がんばろう」という空気が満ちています。

セミナーが頻繁に開催され、世界で活躍す
る研究者の話が聞けて実に刺激的です。そ
して先生方は自主性を重んじてくれます（か
わいい子には旅をさせろ、です）。
　自分が歩むことで新しい道ができる、そう
いう研究をしたい人に、JAISTはうってつ
けの環境だと思います。

JAISTには夢の実現への確かな前進がある。

出身／東京工科大学バイオニクス学部
入学／平成22年4月

マテリアルサイエンス科　山口研究室
狩野　千代さん

化

Voice.03
粧品を開発する研究者になりたい。
私はこの夢をめざし、大学時代は

化粧品に関する研究を手がけました。そし
て、大学院はより充実した研究環境で打ち
込みたい、と求めた結果、ベストアンサー
がJAISTでした。
　本学では、学生自身が実験装置を使う
ことができ、操作についてはナノテクセン
ターで指導を受けられます。また、実験に
必要な器具が市販品にないような場合、
工作棟に注文を出すと作ってもらえます。
何より私にとって有難いのは、しっかりとし
た指導体制です。研究に際しては、学生
の自主性を尊重しつつも、先生や先輩方
が親身にサポートしてくれます。
　JAISTは、娯楽とは無縁の里山（笑）
にあり、研究に没頭するには好適な環境で
す。私は、たまの息抜き日には思い切り遊
び、メリハリをつけるようにしています。城
下町金沢で散策したり買物したり、冬は近
場でスノーボードなども楽しめます。

　私の研究テーマは「界面活性剤におけ
る泡のレオロジー特性」。泡が流れるとき
の粘性や弾性を力学的に測定する方法の
確立をめざしています。簡単に言えば、泡
の触り心地を数値で示すことができるとい
うことです。企業との共同研究なのでプ
レッシャーもありますが、やりがいを感じて
います。この研究中、新しい発見の見通し
がつき、わくわくしています。夢を夢のまま
で終わらせない、JAISTは夢をかなえる
ためのチャンスを与えてくれるのです。
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Material Voice !
ここには新しいスタートがある。

出身／千葉大学工学部
入学／平成21年4月

マテリアルサイエンス研究科　高村研究室
熊谷　哲成さん

J

Voice.05
AISTの学生となって９ヶ月、私は
変わりました。

　在籍していた大学からその大学院へ進
めず、本学へ入学した時、「大学時代のま
まではいけない」、自分をリセットしようと
決めました。そんな私にとってJAISTの
気風はうってつけでした。大学とは異なる
分野に挑もう、自由な研究環境でがんば
ろう…学生は皆、確かな意志を持ち、とく
に留学生はエネルギッシュで向上心旺
盛。私はいまや、しっかりと地に足をつけ
て研究に専念できるようになったと思いま
す。
　修士論文研究のテーマは、『液体電極
プラズマ法と固相抽出法を組み合わせた
高感度元素分析チップの開発』。微小な
溝に液体を流し込んで高電圧をかけると
プラズマが発生し、そのプラズマの発光
を読み取ることで液体中の元素を判別で
きます。この原理を用いて工場排水など
に含まれている有害な金属を測定する

チップの開発に取り組んでいます。研究
を始めてまだ３ヶ月ほど、今後ヒートアッ
プしていくだろうと思います。JAISTで
は、研究室は24時間出入りでき、実験装
置は自由に使うことができる。やる気があ
れば、どこまでも研究に没頭できます（友
だちと食事に出かけたり、留学生の歓迎
会や忘新年会で盛り上がったり、と息抜
きもしていますが）。
　自分を変える。新しいことを始める。
JAISTは、そんなチャンスを与えてくれ
ます。

最先端があるJAISTで、精一杯をぶつけよう！

出身／沼津工業高等専門学校専攻科
入学／平成22年4月

マテリアルサイエンス科　高村研究室
杉山　清隆さん

私

Voice.06
は、高専の専攻科時代、人の身近
にあって役立つモノを創りたい、と

考えるようになりました。人間に直接的に
役立つモノ…医療機関が使う医療機器で
はなく、一般の人が使う健康管理のための
医療機器の開発がしたい。できれば、専攻
科時代に学んだ流体工学の知識も生かせ
れば…。そうしてめぐり合ったのがJAIST
の高村研究室でした。現在、極微量の質
量を分析する小型バイオセンサーの作製
に取り組んでいます。完成できれば、新規
の腫瘍マーカーなどとして応用できるので
は、と考えています。
　JAISTの良さは、充実した研究設備、
自立性を引き出す指導方針、基礎から専
門までを修得できる体系的な講義など
多々ありますが、留学生が多く、学内で国
際交流ができる点が、私にはたいへんプ
ラスになりました。本学には、留学生の生
活を日本人学生がサポートするチューター
制度があります。私は３ヵ月間、インドから

の留学生のチューターを務めたおかげで、
互いの文化を知り合うことができ、英会話
もかなり上達しました。
　石川の土地柄もなかなか魅力的です。
白山と能登という山海の自然に恵まれ、城
下町金沢もある。美味い魚介、地酒も豊
富で、いいですよ。
　私の研究テーマは5年計画、つまり博
士課程（本学では博士後期課程）も含め
たプランです。この研究をやり遂げ、ゆく
ゆくは、人材の育成にも寄与できる研究者
をめざしたいと思っています。

07　



日本学生支援機構奨学金
人物、学業ともに優秀で、かつ経済的理由によ
り修学な困難だと認められる場合に貸与を受け
取ることができる制度です。

優れた若手研究者に研究に専念できる機会を
与え、日本の学術研究の将来を担う研究者の
養成・確保に資することを目的とした制度です。

日本学術振興会特別研究員
研究奨励金

国内外で開催される国際会議や学会で研究発表
を行う後期課程学生の中でも優れた研究者とし
て認められる学生に奨励金を支給する制度です。

北陸先端科学技術大学院大学
支援財団学生研究奨励金

奨学金・奨励金制度

JAISTには大きく分けて4つの奨学金・奨励金制度があります。JAIST独自で実施している学生支援制度、日本学生支援機構が実施している奨学金

制度、日本学術振興会が実施している奨励金制度、そして、JAISTの支援財団が行っている奨励金制度です。学生はこれらの奨学金・奨励金制度を

利用することで、優れた研究を円滑に行うことができます。

合計

アジア・オセアニア

欧米

申請件数

10件

3件

7件

採択件数

10件

3件

7件

合計金額 平均支給額

193.9万円

46.1万円

147.8万円

19.3万円

15万円

21万円

平成２2年度
予定貸与月額

第一種（無利子）

第二種（有利子）

貸与期間

平成２1年度採用者数

博士前期課程

８万８千円、５万円から選択

126名（60名）

博士後期課程

１２万２千円、８万円から選択

25名（9名）

５万円、８万円、１０万円、１３万円、１５万円から選択

当該課程の標準修業年限以内

※（　　）内はマテリアルサイエンス研究科の採用者数

※マテリアルサイエンス研究科のみ

入学試験の成績が特に優れていた方に適用・　　入学試験の成績が上位の方に適用

JAIST独自の学生支援制度
（1）博士前期課程（Mプログラム、Mαプログラム）の方のための支援制度

経済的に自立した大学院生活をおくることが出
来るように、給付型奨学金をはじめとする様々
なJAIST独自の支援制度です。 給付型

奨学金
博士前期課程奨学金特別採用*（前期特別）

博士前期課程奨学一般採用**（前期一般）

５0,000円

25,000円

上位10%以内

上位30%以内

支給対象者概　要（通称）

応募資格

区分

採用期間

研究奨励金（月額）

特別研究員（DC）

2～3年間

200,000円

毎年度

150万円以内

特別研究員（PD）

3年間

364,000円

毎年度

150万円以内

特別研究員（ＳPD）

3年間

446,000円

毎年度

300万円以内

年齢34歳未満で
博士課程在学者

研究費
（科学研究費補助金）

年齢34歳未満の博士の学位を有する者で、
常勤の職を有しない者

いずれも期間は 2 年とし、2 年目への継続可否は審査を受ける。

内部進学に適用

（3）博士後期課程（3Dプログラム）の方のための支援制度

雇用型
奨学金

給付奨学生選抜（3D選抜）

後期GRP学内進学前採用*（後期GRP学内）

月　額

若干名

18

採用数等
／学年

概　要（通称）

学部 3年終了後に飛び入学し、4 年で博士の学位を取得する
（1）の支援制度の対象となり得る。

（2）博士前期・後期一貫課程（5D・SDプログラム）の方のための支援制度

給付型
奨学金

給付奨学生選抜（5D選抜M、5D選抜D）

推薦入学協定に基づく入学（5D推薦M、5D推薦D）

一般選抜（5D一般）

博士前期課程

100,000円

50,000円

**

若干名

若干名

若干名

25%

採用数等
／学年

概　要（通称）

SDプログラム選抜*
（SD選抜M、SD選抜D）

後期GRP（Graduate Research Program）
選抜（GRP学外）

100,000円

博士後期課程

150,000円

150,000円

150,000円

150,000円

月　額

給付型奨学金

約150,000円

月　額

150,000円

約150,000円
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非線形光学効果によって観察する固体表面や機能性界面の活性

ナノ構造を直視的に観察・計測・構築する表面科学の開拓

表面・界面の理解に基づいたナノマテリアル開発

分子線エピタキシー成長による電子相関現象の半導体デバイス世界への導入

半導体スピン工学とマイクロマシン：化合物半導体研究の新領域

超高速エレクトロニクスのための化合物半導体材料・デバイス

ハイブリッド・ナノエレクトロニクスとアトムスケールデバイス　ーMore-than-Moore & Beyond CMOS世代のエマージングナノテクノロジーー

新規薄膜作製法の開発と各種半導体デバイス製造工程への応用

新電子デバイス及びその材料の創成

微小溶液を用いた電子デバイスの直接形成

高い性能をもつ機能性材料の創製　̶電子輸送現象からのアプローチ̶

化学と物理が融合する研究領域、ソフトマターデバイス

熱電変換材料と熱電変換の物理　̶次世代のエネルギーと環境のために̶

Electronic structure of supramolecular nanostructures, surfaces and interfaces

相関電子系における光誘起超高速動力学の理論的理解とその適用に向かって

水谷 研究室

富取  研究室

高村（由） 研究室

大塚  研究室

山田  研究室

鈴木  研究室

水田  研究室

松村  研究室

堀田  研究室

下田  研究室

岩崎  研究室

村田  研究室

小矢野  研究室

R. FRIEDLEIN 研究室

J.D. LEE 研究室

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

ハイブリッドナノ材料の創製と新機能の創出

ヘテロ元素化学から未来エネルギーを考える

新規機能の開拓を目指す触媒表面の精密設計　̶挑戦するナノ触媒マテリアル化学̶

ナノ粒子工学：機能材料の創製から応用まで

次世代型高機能ポリオレフィン系材料の創製

ポリマー１分子の直視　生物を超えるしなやかな機能と原理の発見に挑む

レオロジーを利用した先端機能材料の創製

π電子を操り地球を守るマテリアル設計

機能性高分子バイオマテリアル　－生体機能の制御を目指して－

生体１分子のダイナミクス研究

三宅 研究室

松見  研究室

海老谷  研究室

前之園  研究室

寺野  研究室

篠原  研究室

山口 研究室

金子  研究室

松村（和） 研究室

川上  研究室

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

P32

P33

P34

微細加工を駆使した次世代バイオチップ研究

生体モーターで駆動するマイクロマシンの創製

遺伝暗号を拡張した人工タンパク質合成システムの開発と応用

有機化学的手法をベースにした遺伝子工学システムの開発と応用

分子、細胞、個体レベルでストレスを科学する

RNA研究を基礎とした次世代医療技術開発

NMRによる構造生物学

高村 研究室

平塚  研究室

芳坂  研究室

藤本  研究室

高木  研究室

塚原  研究室

大木  研究室

P35

P36

P37

P38

P39

P40

P41

物
性
解
析
・
デ
バ
イ
ス
領
域

（
物
理
系
）

物
質
デ
ザ
イ
ン
・
創
出
領
域

（
化
学
系
）

バ
イ
オ
機
能
・
組
織
化

（
バ
イ
オ
系
）

研究室紹介
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